
湧別川の概要
＜河川の特徴＞
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・流域の土地利用は、山林等が約89%、耕地は畑作が中心で約
10%、宅地等の市街地が約1%となっており、森林資源などに恵ま
れています。
また、流域内は酪農を中心とした農業の他、林業・木材産業、
水産業が盛んで、特に河口の湧別町は全国有数のホタテの産
地となっています。

一級河川 湧別川について
水 源 石狩山地 白滝天狗岳(標高1,553m)
流域面積 流域面積1,480km2
流路延長 87km

・水源は遠軽町白滝の天狗岳に発し、山間部の白滝を流れ、丸
瀬布で武利川が合流し、平野部の遠軽市街において生田原川を
合わせ、湧別町においてオホーツク海に注ぐ一級河川です。
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◆湧別川の河床勾配は、河口付近で1/800程度、下流部で1/300～1/500程度、中流部で1/250程
度、上流部で1/100以上と、急勾配となっている。
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湧別川流域の地形① 河道の特性

1/300～1/500

1/800

1/250



◆

◆
地形の大部分は山地、丘陵地であり、低地は主に最下流部に分布する。
生田原川から河口までの下流部は、川幅が広く砂州が形成され、網状に流れる。

湧別川流域の地形② 流域の地形特性

１号橋

①沿川に湧別市街地が形成され、
河口部は緩勾配で河道が大きく蛇
行している。

上湧別橋

いわね橋

遠軽橋

清川大橋

②急勾配区間で、川幅が広く複列
砂州が形成され、澪筋も変動し網
状に流下している。

③市街地では多様な高水敷利用が
行われている。

④河道内には交互砂州が形成され
ている。
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湧別川流域の地形③ 河川周辺の地形特性
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河口部の河川周辺は低地が広がり、下流域や中流域は低地から緩やかに台地や段丘が形成さ
れている。
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◆流域の地質は、主に半固結－固結堆積物及び火山性岩石から構成されている。
・海岸沿いの低地は砂礫が分布し、それが内陸山地の河谷沿いにのびている。
・中流の丘陵地には、砂岩・泥岩の互層及び火山性岩石の流紋岩等が分布している。
・上流の山地には半固結－固結堆積物の粘板岩等が分布している。
河道横断箇所の地質は、源流域から下流域まで主に軟弱な未固結堆積物となっている。

湧別川流域の地質特性

地質図
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